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Endorsements for The User is Always Right
本書への推薦文

＂ペルソナの力を使って素晴らしいデザインを実現しようと思うなら、Steve 
Mulderの明解で使いやすいこのガイドを活用するのが一番だ。”

─ Jesse James Garrett、Adaptive Path社プレジデント
『ウェブ戦略としての「ユーザーエクスペリエンス」

—5つの段階で考えるユーザー中心デザイン』の著者

＂Steve Mulderのセミナーや講義のおかげで、ペルソナを介して顧客を理解し
ようとする企業やチームが増えてきました。それでも何かが足りませんでした。
それがこの本です。満を持しての登場です。”

─ Kelly Goto、Gotomedia社CEO
　『ウェブ・リデザイン　—サイト更新を成功に導く総合戦略マニュアル』の著者

＂ペルソナを作り、活用することは、革新的な製品やサービスの創出に不可欠
である。調査の仕方からペルソナを社内に行き渡らせる方法、開発プロセスを
通じて生かし続ける方法などを本書はみっちり教えてくれる。Steve Mulderに
抜かりはない。本書を読めば、読者の皆さんもすっかり専門家の域だろう。”

　─ Jared Spool、User Interface Engineering社CEO
　『Webサイトユーザビリティ入門

—ユーザーテストから発見された「使いやすさ」の秘密』の著者

＂ついに、ペルソナという芸術を支える確かな数字がお目見えだ。本書があれば、
ペルソナというパワフルなユーザー中心設計テクニックを、誰もがデザインプ
ロセスに導入していけるようになるだろう。”

　─ Jeffrey Veen、Google社User Experience Manager
Adaptive Path社創始者の一人

　『戦うWebデザイン　—制約は創造性をはぐくむ』の著者

＂この明朗快活で機知に富んだ本の中でSteve Mulderは、どうすれば効果的
なオンラインビジネス戦略を実行に移せるのか、どうすれば頭の固いお偉いさ
んや抵抗の強いマーケティング部門長に戦略を売り込めるのかを教えてくれる。
読めば、ペルソナを上手く作れるようになるばかりではない。ペルソナを活用
して効果的なWebサイトを作り、厄介なクライアントにも売り込めるようにな
るだろう。”

　─ Jeffrey Zeldman
　『Designing with Web Standards

—XHTML+CSSを中心とした「Web標準」によるデザインの実践』の著者
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Introduction
〜著者の独り言

─ 本書の原題は『ユーザーはいつも正しい』＊1 となってい

ますが、これは少し大袈裟ではありませんか？

そうでしょうか？　確かに、Web サイトに関わるすべての

意思決定をユーザーに委ねてしまうのは行き過ぎです。ビジ

ネスは、民主政治ではありませんから。しかし、Web サイト

を通じてサービスを提供しようとする相手を知ることが成功

には不可欠だという事実を直視しなければいけません。ユー

ザーを知り、ユーザーのニーズにユーザーが求める形で応え

てあげなければ、ユーザーは間違いなく他のところへ行って

しまいます。

─ では、『ユーザーを理解し、満足させるための実践的

Web サイト設計ガイド』といった感じのタイトルの方が良く

ないですか？

そうですね。考えてみましょう。

─ ペルソナがあれば、ユーザーに焦点をあててビジネスを

考えられるようになるってことですよね？

そのとおりです。よく分かっていらっしゃる。ユーザー調査

の結果を次の行動につなげられるようにしてくれる意思決定

のためのツールがペルソナなのです。なぜユーザー中心設計

（UCD）が大事なのか、ペルソナとは何か、ペルソナが Web

サイトの成功にどう貢献し得るのかなどについて、本書の

Part I で取り上げます。

＊1：訳注　�本書の原題は『The User Is Always Right』。
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— なるほど。では、実際にペルソナを作るときにはどうす

れば良いのでしょう？

Part II で順を追ってペルソナの作り方を紹介します。使える

時間と予算、実施するユーザー調査の種類などに応じてアプ

ローチは変わってきます。1 対 1 でのインタビューに代表さ

れる定性的な調査手法の活用方法、サーベイやトラフィック

分析のような定量調査を取り入れてペルソナ作りを進める方

法などが Part II に記されています。最終的にペルソナへと成

長することになるセグメントにユーザーを分類する方法、つ

まりセグメンテーションについては、クラスター分析などに

も触れつつ、Chapter ひとつを丸ごと使って紹介します。さ

らに、ペルソナにより現実味を持たせるために、名前や写真

を添えたり、背景情報やシナリオを書き添えたりするといっ

た工夫も紹介します。事例も豊富に盛り込んでありますので、

すぐにでも参考にしていただけることでしょう。

— 最後には役者が揃う、ということですね？　で、その

後は？　できあがったペルソナをどのように使えば良いので

しょう？

よくぞ聞いてくれました。すっかりお見通しですね。

— 不思議でしょう？

オンラインビジネスに関わる総合的な戦略の立案から、Web

サイトのナビゲーションを設計するときの細かな意思決定に

至るまで、あらゆる種類の意思決定にペルソナを活用するた

めの秘訣と事例を Part III でたっぷり紹介します。Web サ

イトの設計や改訂に関わる毎日の業務にペルソナを取り入れ、

組織の中で、ペルソナが常に息をしている状態を作ることが

第一の秘訣です。ビジネス戦略の立案、Web サイトに搭載す

る機能の検討と優先順位付け、サイトの構成とデザイン、コ
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ンテンツの作成、最終的な成果の測定などにペルソナを活用

する方法を Chapter 8 から Chapter 12 にまとめています。

— なにやら、盛りだくさんの内容ですね？　読者はどんな

方々を想定していますか？

ユーザーの真のニーズを理解し、それに応えようとしている

すべての方たちです。肩書きはデザイナー、マーケティン

グ担当、インフォメーションアーキテクト、ユーザーリサー

チャー、戦略立案担当とさまざまかもしれませんが、Web サ

イトの管理を担っている人から、ペルソナを作成して Web サ

イトの構築に生かしている人まで、大勢の方々に読んでいた

だきたい。

— おやおや、大胆にきましたね。では、この素晴らしい大

作を読んだ後にでもまた、いろいろと聞かせてもらいましょ

うか？

喜んで。でも、続きは PracticalPersonas.com＊1 でやること

にしませんか？　ペルソナという貴重なツールについての議

論と意見交換を行っていますので、是非、お立ち寄りください。

— ありがとうございました。なかなか良いイントロダクショ

ンになりましたね。

そうだと良いのですが…。

— もちろん、なってますよ。

それでは、本書をお楽しみください。

＊1：訳注　�http://practicalpersonas.com/ 
著者の運営するサポートサイト
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